









































The Anglo-Russian Rivalry and the Chinese Diplomat Xüe Fucheng :
Focusing on the Pamir Negotiation


































































1　  G.J.Alder, British India’s Northern Frontier 1865-95:  A Study in Imperial Policy, London : Published for the Royal Commonwealth 
Society by Longmans , 1963,　Gerald Morgan, Anglo-Russian Rivalry in Central Asia: 1810-1895, London: Cass, 1981, Peter 






















































































8　  薛福成『庸庵海外文編』巻1 、「通籌南洋各島添設領事官保護華民疏」、頁12～18。
9　  前掲共著、193ページ。
10　 ヤングハズバンドの生涯とその探検行については、金子民雄『ヤングハズバンド伝――激動の中央アジアを駆け抜けた探検家』（白
水社、2008年）を参照。ジョージ・マカートニーについては、C.P. Skrine and Pamela Nightingale, Macartney at Kashgar: New 






































































11　 FO65/1417, Captain Younghusband to Government of India, Nov. 18, 1891　(Communicated privately by India Office, Dec.31, 
1891).
12　 薛福成『出使公牘』巻4、「論帕米爾情形書」付「訳英外部秘密節略」、頁8～10。
























































































































































トニーによってインド政府にも報告されていた。FO65/1471, Mr. Macartney to Government of India, Sep. 30, 1891 (Papers 
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る。さらに、パミールをあまり重視していないと思わ
れていた許景澄の説得役として自身をイギリス側に印
象付けることは、イギリスに同盟国としての清朝およ
び自身の存在価値を認めさせることにつながる。実際、
前稿でも確認したように、この直後のイギリス外務省
との滇緬界務交渉において、薛はパミールにおける英
露対立を利用し、清朝の協力を必要とするイギリス外
務省から一定の譲歩を勝ち取ったのである。
おわりに
1890年代前半のパミールをめぐる露清交渉で清朝の担
当者らがとった方針は、一見したところ、ロシアの脅威
に対抗するためにイギリスを利用しようとしたものと思
われる。確かにそうした側面がないわけではないだろう
が、本稿で確認してきたように、清朝の担当者、とくに
薛福成はロシアよりもむしろ、清朝の同盟国としての利
用価値を疑ってはパミール地方の安定を乱すイギリスの
動きを警戒していた。それゆえ、薛福成は新疆とその周
辺地域の安定のためには、イギリスに英露間のバランサー
としての清朝の存在価値を認めさせることが重要であり、
またそうしなければイギリスの進出に歯止めをかけるこ
とができないと考えていたのである。
カシュガル協定第3条の漢文訳にもとづく交渉方針に
ついて、従来の研究は、イギリスを味方に付けて利用
し、ロシアから清朝の領土を守ろうとして失敗した、
と評価するが、当時の新疆の状況からして、パミール
はやはり「華界外」であり、1895年に英露がかってに
国境を画定したとはいっても、パミールにおける勢力
圏に合意した英露両国は、それ以降軍事行動に出るこ
とはなく、新疆をとりまく情勢は相対的に安定した64。
20世紀以降、パミールが「失われた領土」として記憶
されていく過程自体は興味深い研究テーマではあるが、
1890年代前半当時の薛福成の認識からすれば、カシュ
ガル協定第３条に依拠して積極的な対外姿勢を示すこ
とは、領土そのもののためというよりも英露の勢力均
衡を促すために必要とされたものだった。
 （平成26年9月30日 受理）
64　 片岡一忠『清代新疆統治研究』（雄山閣出版、1991年）、216～217ページ。
　　【付記】本稿は財団法人福武学術文化振興財団の平成23年度「歴史学・地理学研究助成」を受けた研究成果の一部である。
